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会的・経済的に比較的恵まれた立場を築いていった。精神面では，返還前のマカエン








































































・年代別：20代 2 名，30代 1 名，40代 4 名，50代 4 名，60代 5 名
・性別：男性14名，女性 2 名











実施期間：2008年 3 月（ケース17）・2008年 7 月（ケース18）
実施場所： メール形式のため省略
インタビュー人数： 2 名



















なお，「著名人」 8 名へのインタビュー（ケース 1 ～ 8 ）内容は，前号（流通経済大




























































































































































ニティをつくり，カーザ・デ・マカオ（Casa de Macau）6 ）という団体が活動している。
第一の世代が子どもをつくり，その子どもたちがマカエンセとしてのアイデンティティ
を持っていたら，彼らも同様にマカエンセと呼べると自分は思う。













































































⑺　中国・ポルトガル語圏諸国経済通商協力フォーラム（ポルトガル語：Fórum para a 













































































































































































































































































Ｑ 3．返還後 8年が経った今（2008年 3 月時点），返還前と比較して，マカエンセの生
活とアイデンティティに何か変化があったと思いますか？　また，あなた自身はどうで
中国返還後のマカエンセ（Macaense）のエスニシティ変容154






































































































推進協会（中国語：澳門土生教育協進會，ポルトガル語：APIM - Associação Promotora 






















⑿　Forjaz, Jorge: Famílias Macaenses, Volme I, II, III. Macau: Fundação Oriente (1996).
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ポルトガル語ができない者はマカエンセと同等の扱いは受けることができなかった。      
3 ．おわりに
人間は，ひとりひとりが異なるライフヒストリーを抱えて今を生きている。当たり前
のことではあるが，マカエンセの人々の語りからは，それが実に強い印象とともに迫っ
てくる。ケース 9 のインフォーマントが詳しく説明しているように，マカエンセとはポ
ルトガル人と現地中国人の間に生まれた「混血」だけではなく，さまざまな出自を持つ
人々とその子孫である。こうした多様なカテゴリーの出自を持ちながら，マカエンセは
ポルトガルとの強い精神的な絆を中核におくエスニック・アイデンティティによって団
結し，四半世紀もの間，独特の文化と精神性を引き継いできた。しかし，そのエスニシ
ティが中国返還後十年も経たないうちに消失し，「中国（人）化」していく現状を目の
当たりにして，筆者は（ポルトガル語とポルトガル文化を専門とする者として）思わず
一種の「危機感」を感じ，正直残念に思う。
ここに挙げたのはわずか20例のマカエンセの意見であるが，自らのエスニシティの急
激な変化と将来について，ある者は憂慮し，ある者は受容し，そしてある者は無関心で
あることがわかる。それは世代による違いでもあり，育ってきた環境による違いでもあ
るが，マカオ社会のエスニック・マイノリティとしてコミュニティを維持してきたにも
かかわらず，成員ひとりひとりの出自があまりにも多種多様であることにもその理由を
見出すことができるのかもしれない。
なお，今回実施した20名のマカエンセへの聞き取り調査のうち，対面形式でおこなっ
た16名のインタビュー内容から筆者が導き出した考察結果に関しては，流通情報学部紀
要通巻第29号（Vol.15, No.2 2011.3）「中国返還後のマカエンセ（Macaense）のエスニ
シティ変容―マカオ在住マカエンセ16名への聞き取り調査から―⑵」に詳しくまとめ，
論考をおこなった。合わせて参照されたい。
